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誇
り
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

心
豊
か
な
暮

は
ぐ
くら

し
を
営
め
る

蕊

「
弓
こ
ろ
の
里
シ
テ
ィ
』

蕊
3月10日(金)に開会した平成18年第1回高萩市

議会定例会の冒頭、新しく市政を担うことになった

草間吉夫市長が、平成18年度の施政方針を明らかに

しました。今月号では、その内容を紹介します。

ｰ

健
全
財
政
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
行
財
政
改
革
に
努
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
多
様
化
す
る
行

政
需
要
に
的
確
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

よ
り
一
層
の
経
費
節
減
を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
に
よ
り
、
健
全
な
財
政

運
営
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．
責
任

あ
る
立
場
の
者
が
自
ら
率
先
し
て
財
政
の
健
全
化
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
市
長
、
助

役
、
収
入
役
、
教
育
長
の
給
料
を
削
減
い
た
し
た
い

私
は
、
こ
の
度
、
多
く
の
市
民
の
信
託
を
受
け
て

市
政
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
改
め
て
そ
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の

方
々
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
議
員
の
み
な

さ
ま
の
ご
理
解
の
下
に
、
互
い
に
協
力
し
て
よ
り
良

い
政
策
を
作
り
上
げ
、
幾
多
の
課
題
の
解
決
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
私
の
施
政
に
対
す
る
所
信
を
申
し

上
げ
、
ご
審
議
の
参
考
に
供
す
る
と
と
も
に
、
併
せ

て
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

少
子
高
齢
社
会
、
地
方
分
権
社
会
の
下
、
国
の
三

位
一
体
の
改
革
、
地
元
企
業
の
倒
産
・
撤
退
な
ど
に

よ
り
、
当
市
の
財
政
状
況
は
、
引
き
続
き
極
め
て
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
先
ず
、
緊
急
対
策
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
ま
し
て
、

「
健
全
財
政
づ
く
り
」
、
「
ご
み
処
理
体
制
づ
く
り
」

「
広
域
行
政
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
．

ー

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
防
犯
対
策
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
特
に
社
会
的
弱
者
で
あ
る
子

供
と
高
齢
者
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
市
民
参
加
と
連
携
に
よ
る
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
．

◇

次
に
、
次
世
代
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
ま
し
て
は
、
「
豊

か
な
暮
ら
し
づ
く
り
」
、
「
次
世
代
づ
く
り
」
、
「
活

力
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生

涯
現
役
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
高
齢
者
が
社
会
参
画
で
き
る
機
会
の
創
出

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
．
ま
た
、
市
民
と
行
政
の

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
団
体
の
活
動
機
会
を

広
域
行
政
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
本
に
地
域
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

や
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
広
域
行
政
推
進
の

た
め
の
協
議
会
の
設
置
や
市
民
と
の
対
話
を
進
め
、

県
北
地
域
に
お
け
る
共
同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
み
処
理
体
制
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
や
近
隣
自
治
体
と
の
対
話
を
基
本
に
循
環
型
社

会
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
を

早
期
に
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
．
併
せ
て
エ
コ
社

会
の
推
進
、
ご
み
の
減
量
化
や
環
境
教
育
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
．

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
の
民
間
委
託
を
推
進
す
る
た

め
指
定
管
理
者
制
度
の
積
極
的
な
導
入
と
と
も
に
、

公
共
施
設
管
理
費
の
見
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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草間市長が初登庁 3月2日(木）

関係者や市職員など300人が迎える中、草間市長が初登

庁しました。草間市長は庁舎前で職員から花束を受けた

後(写真左)､訓示に臨み､ 「郷士愛を呼び覚まし､まちを再

生したい。子々孫々まで誇れるような高萩にしたいので

みなさんのご協力をお願いします。職員の方々にはプラ

イドと誇りを持って、一流の、本物の市民本位の行政サー

ビスを行ってほしい。 「誠心誠意』の気持ちでみなさまと

一緒にやっていきたい」と話しました。

ｰ

創
出
す
る
と
と
も
に
、
活
動
場
所
の
提
供
や
優
遇
措

置
な
ど
の
各
種
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
．
さ
ら

に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
庁
舎
が

狭
隔
言
よ
う
あ
い
）
で
あ
る
と
い
う
制
約
は
あ
り
ま

す
が
、
一
箇
所
の
窓
口
で
一
度
に
用
が
済
む
取
組
み

と
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

◇

次
世
代
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
子
化
が
進

展
す
る
中
に
お
い
て
、
明
日
を
担
う
次
世
代
の
育
成

は
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
み
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
そ
の
子
ら
し
さ

を
実
現
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
豊
か
な
体

験
の
場
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
伝
統
文
化
の
継
承

や
国
際
交
流
な
ど
に
よ
り
、
知
心
体
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
感
性
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

食
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
全

な
育
成
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
た

め
、
農
林
漁
業
な
ど
に
お
け
る
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
体

験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

こ
と
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
．

教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
己
発
見

や
将
来
の
職
業
観
を
育
成
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
関

係
機
関
と
の
連
携
の
下
に
構
築
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

◇

活
力
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
然
災
害
の
な

い
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
生
か
し
、
工
業
団
地
へ
の

企
業
誘
致
を
ト
ッ
ブ
セ
ー
ル
ス
な
ど
で
行
う
こ
と
に

よ
り
早
期
の
誘
致
に
努
め
、
雇
用
の
場
の
創
出
と
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
歴
史
と
伝
統
の
ま
ち
高
萩
の
名
を
広

ー

め
、
人
々
の
集
ま
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
は
高
萩
ブ

ラ
ン
ド
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
．
高
萩
で
生
産

さ
れ
た
も
の
の
販
売
を
促
進
す
る
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド

育
成
へ
の
助
成
や
販
路
の
開
拓
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
の
た
め

の
相
談
支
援
体
制
や
優
遇
措
置
な
ど
を
設
け
、
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

歴
史
と
す
ば
ら
し
い
自
然
に
惠
ま
れ
た
こ
の
ま
ち

に
対
し
、
私
た
ち
市
民
が
誇
り
と
郷
土
愛
を
持
つ
こ

と
が
ま
ち
づ
く
り
の
出
発
点
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
生

か
し
て
、
私
た
ち
市
民
を
は
じ
め
全
国
の
人
々
の
こ

こ
ろ
を
育
む
ま
ち
「
こ
こ
ろ
の
里
シ
テ
ィ
」
を
創
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
．

市
民
の
皆
様
が
心
豊
か
な
暮
ら
し
を
営
め
る
よ
う
、

誇
り
と
活
力
あ
る
ま
ち
を
創
る
た
め
に
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
一
八
年
度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
最

小
限
の
も
の
を
暫
定
予
算
と
し
て
提
案
し
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
、
早
い
時
期
に
通
常
予
算
を
編
成
し
、

議
会
に
ご
提
案
申
し
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
健
全
財
政
を
基
本

と
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な

配
分
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
．

以
上
、
市
政
を
担
当
す
る
に
あ
た
り
基
本
的
な
考

え
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
経
営
感
覚
を
持
っ
て
市

民
と
と
も
に
誇
り
と
活
力
あ
る
高
萩
市
を
つ
く
り
あ

げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
員

各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
、
施
政
に
対
す
る
所
信
の
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
市
議
会
定
例
会
で
、
三
月
二
三
日
（
木
）
、
暫
定

予
算
等
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
一
八
年
度
通
常
予

算
を
審
議
す
る
市
議
会
臨
時
会
が
、
四
月
下
旬
か
ら
開

会
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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み華

か
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開
年
一

平
成
９
年
度
か
ら
の
継
続
事
業

巨

写
い
ぶ
き
橋

通
３
月
晉
釜
）

事業概要ー

平成9年度から、市内石滝地区

及び日立市内で進められてきた国

道整備事業の中で、 「いぶき橋」

が完成し開通式が行われました。

終盤を迎えた県事業の内容につい

てお伝えします。

’事業年度 平成9年度～平成18年度

今体計画 L(延長） 1, 260m(跨線橋L=156m)W(幅） 12m

道路規格 第3種第2級v(設計速度）

僑長: 156m 'l!畠員: 81x

シロムノ1XXV Ipxnl JQ≧仁ヱノ

156m 幅員: 8m

6()kmUUnlll

+3.5m跨線橋

国
道
四
六
一
号
は
、
太
平
洋
側
を
南
北
に

走
る
国
道
六
号
と
東
照
宮
な
ど
で
有
名
な
栃

木
県
の
観
光
都
市
日
光
を
結
ぶ
、
延
長
一
三

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幹
線
道
路
で
す
．
高
萩

市
内
を
東
西
に
横
断
し
、
そ
の
延
長
区
間
の

中
で
二
本
の
高
速
道
路
一
常
磐
道
・
東
北
道
）

と
七
本
の
国
道
（
六
号
．
三
四
九
号
．
二

八
号
．
二
九
四
号
・
四
○
○
号
・
四
号
．
一

一
九
号
）
を
横
切
る
形
で
そ
れ
ぞ
れ
に
接
続

さ
れ
、
沿
線
住
民
だ
け
で
な
く
広
域
的
に
生

活
・
産
業
・
観
光
・
経
済
活
動
を
支
え
て
い

る
重
要
な
道
路
で
す
。

今
回
開
通
し
た
の
は
、
市
街
地
か
ら
国
道

六
号
方
面
に
向
か
っ
た
場
合
、
踏
切
を
渡
ら

ず
に
右
へ
進
む
道
路
の
延
長
部
分
か
ら
、
国

道
六
号
と
の
接
続
部
分
ま
で
の
長
さ
約
一
・

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で
す
．

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
と
並
行
し
て
走
り
、
跨
線
橋

《
延
長
一
五
六
メ
ー
ト
ル
一
に
よ
っ
て
そ
の
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
の
上
を
横
断
し
て
国
道
六
号
と
Ｔ

字
路
で
接
続
さ
れ
ま
す
。
接
続
さ
れ
る
箇
所

幹
線
道
路
（
四
六
一
号
）
の

基
点
を
藥
備

花
貫
踏
切
を
除
却
し
立
体
化
す
る
こ
の
事

業
は
、
茨
城
県
が
事
業
主
体
で
す
。
平
成
九

年
度
か
ら
概
略
設
計
や
調
査
が
始
ま
り
、
平

成
一
三
年
度
か
ら
工
事
用
道
路
工
事
・
橋
脚

設
置
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
本
線
部
分

は
平
成
一
七
年
度
完
成
、
平
成
一
八
年
度
に

は
架
道
橋
２
ヶ
所
〈
花
貫
・
関
平
）
が
完
成
す

る
予
定
で
す
。 事

業
経
過
；
’

面』

斜
め
に
交
差
し
た
鉄
道
と
道
路

閉
鎖
さ
れ
た
花
貫
踏
切

３
枚
と
も
３
月
別
日
脚
撮
影

国道6号までの距離がないことで慢性的に渋滞していた
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高
萩
土
木
事
務
所

所
長
鈴
木
敏
之
さ
ん

国
道
六
号
と
の
接
続
箇
所
ち
よ
う
か
ん

（
烏
職
図
）

＝

鶴
舐1

瀞&
I 檸
蕊

震

｢一般国道461号いぶき橋開通｣に寄せて

般国道461号いぶき橋が、先月24

日(金) |こ開通しました。

これも、地権者をはじめ地元の皆様

方のご協力、ご支援の賜と深く感謝申

しあげます。

一般国道461号は、国道6号から高

萩市街への玄関□となる道路ですが、

これまで花舅踏切付近は、幅員も狭く、

JR常磐線と斜めに交差していることか

ら慢性的な交通渋滞を引き起こしてい

ました。このため、その解消が－日千

秋の想いでありました。

花舅踏切の立体化|こより、国道6号

との接続が円滑になり、かつ交通の利

便'|'生が向上し周辺地域の活'性化に大い

に貢献するものと期待しています。海

岸線や天然記念物のイブキ樹叢が眺望

できる「いぶき橋」が、今後とも地元

の皆様に親しまれることを願っていま

す。

は
日
立
市
十
王
町
伊
師
地
内
で
、
国
道
四
六

一
号
の
東
の
基
点
に
当
た
り
、
そ
の
東
側
の

太
平
洋
沿
い
に
は
日
立
・
高
萩
広
域
下
水
道

組
合
の
敷
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

幅
員
一
二
メ
ー
ト
ル
〈
跨
線
橋
部
分
は
一

一
・
五
メ
ー
ト
ル
・
・
車
道
幅
員
は
い
ず
れ
も

六
・
五
メ
ー
ト
ル
）
の
二
車
線
道
路
で
、
片

側
に
幅
員
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

花
貫
踏
切
は
、
ど
ち
ら
側
か
ら
侵
入
し
て

も
踏
切
を
頂
上
と
す
る
上
り
坂
に
な
る
た
め

特
に
見
通
し
が
悪
く
、
道
路
と
Ｊ
Ｒ
常
磐
線

が
斜
め
に
交
差
し
て
い
ま
し
た
．
ま
た
、
踏

切
か
ら
国
道
６
号
ま
で
の
延
長
が
短
く
道
幅

も
狭
い
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
り
、
慢
性
的

な
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
交
通
上
の
安
全

を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
状
況
で
し
た
．

踏
切
は
閉
鎖
し
除
却

ー

今
回
の
整
備
事
業
に
よ
っ
て
そ
の
役
割
が

終
了
し
た
踏
切
は
、
平
成
一
八
年
度
中
に
除

却
さ
れ
、
踏
切
が
あ
っ
た
場
所
の
線
路
下
に

は
、
今
後
、
人
が
通
る
こ
と
が
で
き
る
ト
ン

ネ
ル
状
の
歩
道
（
花
貫
架
道
橋
）
が
整
備
さ
れ

ま
丁
〆′

0

高
萩
地
区
交
通
安
全
協
会

会
長
照
山
昭
一
さ
ん

ー

軸一

；

踏切が交差点などに比べてより危険

であることはだれもが承知しています。

それでも、国内で毎年数百件起きてい

る鉄道事故の約半数は、踏切内で起き

ているのが現状です。花舅踏切は、平

坦ではない道路形状から特に危険'|'生が

高く、渡るときにはいつも細ﾉらの注意

が必要でした。

今回の踏切閉鎖と高架による安全対

策の効果は絶大で、交通安全協会とし

て大いに歓迎しているところです。

…

蝿

錘

“心鋤畔§罐

踏切を頂点にした坂道のため見通しが悪かった
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童

一
一

かユ 高萩市内から生中継 2月27（月）～3月2日(木）

NHK県域デジタル放送番組「いばらきわいわいスタジオ

継のコーナーで、 4日間にわたり 「君田小学校の

ク｣、 「畳高等職業訓練校｣、 「武徳殿の高萩少年剣

、 「高萩市少年少女合唱団」が生中継(一部録画）

した。

白”

高萩協同病院の竣工式’ 3月18日(土）

グリーンタウンてつな住宅団地内に移転して、

4月3日（月）には外来受診もスタートした「県北

医療センター高萩協同病院」の竣工式が、関係者

など150名のみなさんが参加して行われました。

待ち望まれていた県北地域の中核病院として期待

がかかります。

ー

愛正園利用者のパチンコ大会3月7日(火）

パチンコ店「RIZZ(ライズ) 」が機械の定期

点検の日に合わせて、身体障害者療護施設『愛正

園』の園生を招待して行われるパチンコ大会が今

年も開催されました。園生・職員合わせて約80人

のみなさんが参加して出玉の数を競うなど、楽し

いひとときを過ごしました。

平成17年度ｽボｰﾂ少年団大会 3月5日旧）

市民体育館で団員相互の交流を目的に開かれた

この大会には、市内スポーツ少年団の団員230名

が参加し、 ソフトバレーボールで親睦を深めまし

た。今回は指導者の方々も選手として参加して例

年以上の盛り上がりをみせました。

O市政案内(日曜当番医など)テレフォンサービス

恋23－1 151，23－1 152

災害・災害情報冠24-0019
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○きちの情報をお寄せください

し市役所秘書室広報広聴係

『

E23-7320 FAX24-4653

電子メールinfo@city_takahagi.ibaraki.jp

1
＝一

高萩さくらの会が桜の植樹’b 云 3月27日（月）

萩さくらの「さくらの日」であるこの日、高萩さくらの

会が横川観光組合の協力のもと、小山ダムの竣

工記念植樹を行い、ダム周辺に計50本の桜を植

樹しました。 この後、 さくらの会のみなさんは

グリーンタウンてつな住宅団地内の調整池付近

にも15本の桜を植樹しました。

煙教室’東小学校で
稗
一
卒 2月20日（月）

同校の6年生を対象に、 日立市の天谷病院の天谷龍

夫医師を講師に迎えた講演会が行われ、 PTA関係者

も多数出席しました。戦後、国内で喫煙者が急速に増

え、年間のガン死者のうちの9万人が喫煙を原因とし

ているという統計数字や、映像を交えた説明が行われ

ました。

ー

陣

城県ふるさv
も

溌職県 ･ 茨堪県ふるさと芸術祭実行委

…雷"＝ ､=…溌禽…篭
ヤ ニベ

婚：鐸〆3畷

灘罐
咄

…蝋 澤

映画｢ｽｹバﾝ刑事｣ロケ 日(水)～12日旧｝

地)の敷地内に

3月1

AP&PP(旧日本加工製紙跡地)の敷地内に

おいて、映画「スケバン刑事」のロケが行われ、

主役の麻宮サキを演じる松浦亜弥さんをはじめ、

石川梨華さん、窪塚俊介さんなどが訪れました。

この映画は今秋公開の予定です。

第19回茨城県ふるさと音楽祭祭 3月5日旧）

地域の連帯感と世代間の交流を目的とした歌唱大会

『茨城県ふるさと音楽祭』が、県民文化センターで開催

されました。高萩からは高萩市ふるさと合唱団の35人

のメンバーが参加し、 「高萩市民の歌」 「ロマンチスト

の豚」 「いい日旅立ち」の三曲を披露しました。

ー

》両 〕塑~〕 可》ﾕ か > ゴー》罰 う秒萄》丙やソゥパうソーサズラッも封>ｿﾀ ､ ＞ソ >弐・>､ﾕ ﾊﾝﾕｼ弐 ｼ霜JLｻﾆｰ､･矛:J サォ> 尖，罰 》話よ 〕列>-J鎧》､> J >河> 戦う九>山争』ず〕ユサズ >ソヲハ > 冑J 今司 >ｿ 〕

［赤ちゃん教室］

口募集人員7ケ月未満児 （第1木曜日）

8ケ月～12ケ月 （第3木曜日）

口開催日時5月から午前10時～1 1時30分(申し込み不要）

口参加費無料

-v鍔〕 ･J >鄙 >』 >対 矛･』シテ' 〕玉:』少量含苣ﾑｰ芳員弓令或）可>ｿ雫> 瓦 う．J か）ｿ》苧､〕 』霜 》別うシ 分ｦ､÷二J勺丙今型守罰 》ｿ ｦ 可雪ﾂｿ )弐 〉苫』 >可〕 ｣ぅ列 〕コ ヂv 殆』令乃子宮f-》罰

夛 て獲鮮 星

｢つどいの広場」からのお知らせ

冨三詞
[幼児教室］

口募集人員

。「つどいの広場」の利用時間が変わります

月罹日から金曜日の午前9時～12時までと午後1時～4

時まで。教室が開催されている日は、午後1時～4H寺のみ

となります。また、毎月第2水曜日の午後2時30分からは

『しインボ おはなし会』による読み間かせ会等も行いま

a-｡

1 ． 2歳児(金曜日)20組

3 ． 4歳児(月曜日)20組

4月10B(月)～21B(金）

5月～9月までの午前10時～11時30分まで

市内在住の方(申込多数の場合は抽選、初

めての万僖先）

1 ， 000円

つどいの広場又は社会福祉課

口募集期間

口日 時

口条 件 幼児教室等の開催時に、乳児などをあやしたり遊んだ

りしてくれる｢子育てボランティア」も同時に募集して

います。興味のある方のご連絡をお待ちしております。口参加費

口申込先
■問合せ社会福祉課こども福祉係合23－7030
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手
話
サ
ー
ク
ル
は
、
障
害
者
の
集
い

や
社
会
福
祉
大
会
な
ど
の
会
場
で
、
聴
覚
障
害
者
の
た
め
に
手
話

通
訳
し
た
り
、
要
請
が
あ
れ
ば
各
所
で
手
話
の
紹
介
や
指
導
な
ど

も
行
い
ま
す
．
「
サ
ー
ク
ル
は
当
初
『
手
話
を
学
ぶ
会
』
と
し
て

昭
和
五
六
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
．
そ
の
年
は
ち
ょ
う
ど
国
連
が

定
め
た
『
国
際
障
害
者
年
』
で
、
｜
般
の
方
に
も
広
く
障
害
者
に

対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
年
で
も
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
．
当
時
福
祉
事
務
所
で
障
害
者
福
祉
を
担
当
し

て
い
た
私
は
、
聴
覚
障
害
者
と
の
意
思
疎
通
に
大
変
苦
労
し
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
分
で
手
話
を
覚
え
る
し
か
な
い
と
強
く
思

い
ま
し
た
」
と
手
話
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
話
し
て
い
ま
す
．
手

話
は
指
先
や
ジ
エ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
体
全
体
で
表
現
す
る
ボ
デ
ィ
ー

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
。
ひ
と
つ
の
言
葉
で

も
表
現
の
仕
方
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
地
方
に
よ
っ
て
は
方
言
な
ど

も
あ
る
そ
う
で
す
．
「
聴
覚
障
害

者
の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
い
う
思

い
で
、
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
二
五

年
間
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
ま
だ
ま
だ
勉
強
で
す
」
と
豊

田
さ
ん
。
手
話
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン

バ
ー
も
募
集
中
で
す
．

蕊蕊礁

壷

顔
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

豊
田守

周
子
さ
ん
（
高
萩
手
話
サ
ー
ク
ル
）

私
た
ち
の
身
近
な
場
所
で
、
日
常
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
ま
ち
を
支
え
、

さ
ら
に
は
み
ん
な
の
笑
顔
を
支
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
紹
介
す
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。
第
一
回
目
は
高
萩
手
話
サ
ー

ク
ル
会
長
の
豊
田
周
子
さ
ん
で
す
．

砿＝コースー

こ
の
日
、
市
内
五
か
所
の
小
学
校

で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
計
二
九
三
名

の
児
童
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。
高

萩
小
学
校
〈
写
真
）
で
は
、
別
れ
の
言

葉
に
続
い
て
「
学
校
坂
道
」
や
「
旅

立
ち
の
日
に
」
の
歌
を
在
校
生
と
卒

業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
に
合
唱
．
卒
業
生

は
希
望
を
胸
に
思
い
出
の
母
校
を
羽

ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

市内の小学校で卒業式
3月23日(木）

中舩剛0鍬0翻牌と綱
地舩民剛幸撤判楪･修試

昭
和
一
三
年
三
月
末
以
前
に
結
婚

さ
れ
、
今
日
ま
で
と
も
に
お
元
気
で

五
○
年
の
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫

婦
四
○
組
の
み
な
さ
ん
に
、
草
間
市

長
か
ら
祝
福
と
と
も
に
市
長
直
筆
の

褒
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
．

《
写
真
は
高
戸
の
小
川
芳
正
さ
ん
・

て
る
さ
ん
ご
夫
婦
で
す
一

金婚のお祝いを届けました
3月7日(火）

3月17日(金）

高
萩
の
ぞ
み
大
学
生
三
二

人
、
幸
福
大
学
生
二
七
人
の

み
な
さ
ん
が
こ
の
日
卒
業
を

迎
え
、
在
学
生
が
見
守
る
中

で
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
在
学
生
の
修

了
式
も
い
っ
し
ょ
に
行
わ
れ
、

式
に
臨
ん
だ
学
生
の
み
な
さ

ん
は
、
新
し
い
門
出
と
学
習

の
節
目
を
迎
え
、
気
持
ち
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
．

ヒシ

蕊議蕊驚蕊蕊蕊蕊
i鍵溌溌獄“:“撫蕊零溌“}“蝉蔑蕊護鞍榊礎

高萩市市民憲章蕊噌秘鍵篭礎溌域ミ 鴬蕊灘庵 元

塞
蕊
蕊
蕊
蕊

§麹:ぎZ蕊鐸簿薯裂駕蕊さ畿葦癖課当壊舞f華勇蕊箏雲塞舜課蜜襲鐸雲墨紫至蕊霊垂琴鍵謬皇調

自然をたいせつにし､美しいまちをつくり

ましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょ

う。

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつ

くりましょう。

元気で働き､豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくり

ましょう

1

1

1

濃 ･星 ･違参洋舞ｽ馨茸翼
一 ﾛ ﾆ . 琴

蕊
｡"9 , 寺 . .,q明戸平｡ 凸 凸一一

蕊謹遥蕊;i
凸:駁さ;' 2.,超壷冒､．､き． :｡;華.、
瀞 隼ざご表.雲辱ごﾆ秒寄蚕 j胃r号
琶尽，頚 監廷ぎぎ皇韓蓉 廷.

溌灘蕊
１
１

蕊

… 或男菟軽饅
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駕
畷
晶
澗
舗
岬
．

Ⅷ
口
鯉
》
鰯
璃
蕊

Ⅷ
生
癌
支
度
ア
ン
熟
露
ユ
《
‐
艶
細
す
０

こ
の
年
ト
ナ
《
轍
〆

聿
円
へ
似
イ
ズ
ぷ

、
や
い
抑
一
ダ
ル
』
や

、
‐
」
へ
‐

帆

・
ノ
ド
し
で
一
峠
紗
津

胴
壁
利
蜂
柄
喧
一
斗
：
↑
さ
飼
区

ヤ
ア
ト
が
の
（
す

》
抽
出
辛
》
斗
詐
Ｊ
、
－
‐
ス

〃
麺
詐
誇
に
斗
肥
締
、
祢
鵠
雑
鮭
醇
一
回
訓

》

一列
赤
古
個
硅
心
函
４
午
Ｋ
夕
却
国
高
テ
釜
宮
せ

一
リ

カ
は
て
を
曲
時
場
伺
催
ャ
問

ロ

ム
れ
桜
名
日
会
※
主
チ
■

退任式

岩倉市長

3月1日(水）

大部助役

2月28日(火）

任
期
満
了
を
迎
え
た
岩
倉
幹
良

市
長
〈
写
真
上
）
、
及
び
平
成
一
六

年
三
月
二
六
日
に
就
任
し
た
大
部

弘
助
役
〈
写
真
下
）
の
退
任
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
．
市
政
運
営
に
尽
く

さ
れ
て
き
た
お
二
人
を
見
送
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
職
員
が
市

役
所
玄
関
前
に
集
り
ま
し
た
．

識
;華
鱗
鶚薙§ :．

ー

二
月
一
二
日
日
受
賞
横
山
孝
夫
さ
ん
一
高
浜
Ⅲ

京
都
の
三
千
院
は
自
生
し
た
苔
の
庭
や
、
桜
、
紅
葉
、

ア
ジ
サ
イ
な
ど
が
四
季
折
々
に
美
し
く
、
阿
弥
陀
三
尊

像
な
ど
も
有
名
な
名
刹
あ
い
さ
２
．
そ
の
三
千
院
が

開
催
し
て
い
る
写
真
展
に
応
募
し
た
横
山
さ
ん
は
、
見

事
に
門
主
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
副
訓

「

観
光
名
刺
」
刺

琴
唾
漆

）
〆
訓
唯
恥
恥
》
榊
蝿
》
》
群

「
第
二
回
三
千
院
写
真
展
」
で
門
主
賞

“
切
畔
嚇
碓
、
軸
川
卵
測
山
限
引
罰
酬

』
唾
踊
ｕ
ｐ
斤
駆
角
緊

嚥嗣司琳

~1 房宛ダL蕊

懲 議譲蕊蕊慰､

零
商工観光課公23－7316

市内の観光スポットがカラー印刷されている名刺を用意

しています。写真は高戸小浜、松岩寺の山桜、汐見滝つり

橋、穂積家、土岳から見た富士山等の5種類で、 100枚組

み、 300円で販売しています。

ー

聯織、織珍撰嘩鱗､澱、′聯淡謬撰、鱗、繊聯繊診戯、鰻、縦聯織瀞撰、鱗、沙、鱗簿綴噺織聯 磯、繊箪鼻聯鱗、磯、緋聯織聯織、繊膨撫影織箪戯、′、織、金､鱗、戯、鱗、綴診参
等“ず'愈噸嬉零亀嘩'蝋嘩‘ず奄簿蝋靭蝿叡亀奪懲簿亀轍蝿噸蝿嘩蕊零亀簿'蝿ず典噸亀簿隻噸奄噂過嘩蝿噸亀奪懲嘩蝿噸迩奪鑓謬亀wAW蝿噸亀簿亀守趨噸翁奪亀嶺'亀零巡轍蝿謬趨奪懲

l＋

･小さな町小さな旅(関東版）

･一本桜

･花化粧

･那須の四季

･和の花野草の庭

．やっぱり花が好き

山と渓谷社

講談社

日本カメラ社

~ド野新間社

平凡社

主婦と生活社

序供映画会1 4月8日(土) 14: 30~

「ちびまる子ちゃんクラスのお誕生日会」

「とらねこめいたんてい」

[おりがみ教室1 4月15B(土) 14: 30~

「こいのぼり」「かざぐるま」 「コップ」

「どうかなかぶと」 「いかひこうき」

[おはなし会1 4月22B(土) 14:30~

絵本 月ようびはなにたべる？

紙芝居へつこきよめさま

ﾈﾙｼｱﾀｰ金のおの銀のおの

図
書
館
だ
よ
り

’

図書の検索は図書館ホームページで－

アドレスhttp://www. jsdi.or. jp/~taka-1ib/

狂
配
１
７
１
７
４

（
開
館
時
間
）

９
時
帥
分
～
何
時
別
分

図書館カレンダー ●は休館日

日月火水木金土: 日月火水木金土
1 I

4 2
9

月＃
30

季節の"花”をさがしに･ ･3

．日本人は桜のことを何も知らない 学習研究社会

･桜は一年中日本のどこかで咲いている河出書房新社

･全国桜の名木100選 家の光協会

･花のレクイエム 新潮社
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淵
踊
踊
盟
慰
殴
膳
困
幽
里
匡
鷺
圃
断
酎
附
醐
岬
磑
腱
載
勝
菖
置
屋
盈
薄
勧
魁
鑑
朏
倒
理

小
山
ダ
ム
「
ダ
ム
湖
名
称
」
募
集

▼
日
時
４
月
配
日
（
金
）
午
後

１
時
訓
分
か
ら
３
時
鋤
分
ま
で
。

▼
会
場
市
役
所
の
市
民
相
談
室
。

▼
相
談
員
茨
城
県
弁
護
士
会
所

属
の
弁
讓
士
海
老
根
遠
太
郎
先

生
。
▼
定
員
６
人
（
先
舌
順
、

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人
の

み
）
。
＊
相
談
時
間
は
１
人
別
分

程
度
。
▼
申
込
４
月
弱
日
（
火
）

午
前
８
時
釦
分
か
ら
電
話
で
申
し

込
み
。
＊
こ
の
時
間
前
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
。
▼
問
合
せ
秘
書
室

恋
路
１
７
３
２
０

無
料
の
法
律
相
談
の
相
談
者

開
馴
即
削
帆
哩
団
■
固
■
日
極
曲
棚
帥
淵
鯏
認
思
箇
紐
汀
督
函
固
閥
圏
肥
創
阿
蝋
脚

小
山
ダ
ム
完
成
を
記
念
し
て

I

ゆ
一
つ

信

－ノ

》
癖

？ 毎尾

六
一
六
ｍ
六
仁
。
（
当
計
ざ
計
四
六
ｍ
ゴ
①
”
一
・
｜
、
．
」
石

「
ダ
ム
湖
」
の
名
称
を
募
集
し
ま

す
。
小
山
ダ
ム
周
辺
は
、
地
域
に

開
か
れ
た
ダ
ム
と
し
て
周
辺
整
備

も
進
め
ら
れ
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

市
民
の
憩
い
の
場
、
そ
し
て
新
た

な
観
光
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
中
心
と
な
る
「
ダ

ム
湖
」
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
募
集
期
間

４
月
お
日
（
金
）
ま
で
。
▼
応
募

方
法
「
郵
送
」
又
は
「
Ｅ
メ
ー

ル
」
に
て
応
募
く
だ
さ
い
。
▼
必

要
事
項
湖
名
（
ふ
り
が
な
）
、

湖
名
の
理
由
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
§
電
話
番
号
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。
※
ご
提
案
い
た
だ

い
た
湖
名
か
ら
最
も
多
か
っ
た
名

称
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
湖
名

決
定
の
際
の
参
考
と
す
る
こ
と
と

し
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

▼
応
募
先
。
問
合
せ
〒
３
１
８
１

８
５
１
１
高
萩
市
本
町
１
の
１

０
０
の
１
高
萩
市
役
所
企
画
課

内
ダ
ム
湖
名
検
討
委
員
会
事
務
局

容
羽
ｌ
２
１
１
８
Ｅ
メ
ー
ル

論

嬢評一 “

窪菱
一 堀

－

▼
日
時
５
月
羽
日
（
日
）
。
▼
場

所
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
。

▼
競
技
方
法
新
ペ
リ
ア
方
式
に

よ
る
旧
ホ
ー
ル
ズ
・
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
。
▼
募
集
人
員
２
０
０

人
（
先
言
順
）
。
▼
プ
レ
ー
費

ビ
ジ
タ
ー
・
８
，
５
０
０
円
、
メ

ン
バ
．
７
，
５
０
０
円
（
食
事

代
等
を
含
砲
）
。
▼
参
加
費
３
，

０
０
０
円
。
▼
申
込
４
月
旧
日

（
火
）
か
ら
５
月
旧
日
（
火
）
ま
で
に

参
加
黄
を
添
え
て
市
民
体
育
館

箸
壷
謹
薗
罫
催
調
避
團
鶚
幡
閣
遜
蹉
豊
妄
錘
飼
患
隣
諾
聴
断
郡
悲
醇
黄
塵
霊
藍
哩
閻

第
訂
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

函
園
国
璽
雪
置
蔀
脅
騨
闘
隊
詮
睡
昏
醒
種
麓
日
宙
軽
罷
髭
厩
屋
皀
冒
笥
塁
邑
宮
唾
■
陸

「
ハ
ー
モ
’
’
１
フ
ラ
イ
ト
い
ば

ら
き
２
０
０
６
」
の
参
加
者

▼
研
修
予
定
先
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
。
▼
内

容
研
修
予
定
国
の
男
女
共
同
参

画
や
環
境
・
福
祉
・
教
育
に
関
す

る
視
察
研
修
。
▼
派
遣
期
間
Ⅲ

月
１
日
（
日
）
か
ら
川
月
川
日
（
水
）

ま
で
の
Ⅵ
日
間
。
▼
対
象
者
日

本
国
籍
を
有
し
、
５
年
以
上
県
内

に
居
住
し
て
い
る
釦
歳
以
上
駈
歳

ま
で
の
女
性
。
▼
自
己
負
担
約

配
万
円
（
市
か
ら
４
万
５
千
円
の

補
助
あ
り
）
。
▼
申
込
４
月
加

日
（
木
）
か
ら
５
月
旧
日
（
木
）
ま
で

に
企
画
課
へ
申
し
込
み
。
▼
問
合

せ
企
画
課
召
調
１
２
１
１
８

［
試
験
］

▼
日
時
６
月
弱
日
（
日
）
。

▼
場
所
茨
城
大
学
工
学
部
（
日

立
市
）
。
▼
申
込
５
月
旧
日
（
金
）

の
午
前
９
時
訓
分
か
ら
午
後
３
時

釦
分
ま
で
に
、
日
立
地
区
産
業
支

援
セ
ン
タ
（
日
立
市
）
。
ま
た

侭
田
■
■
■
個
閣
囲
鰯
附
脚
廓
馴
四
脚
■
■
■
■
■
儲
飽
葡
園
怖
鼬
聞
画
僅
冨
■
画
■

第
６
回
花
貫
さ
く
ら
公
園

桜
ま
つ
り

▼
期
日
４
月
旧
日
（
土
）
・
旧
日

（
日
）
。
▼
場
所
花
員
さ
く
ら
公

園
（
花
員
ダ
ム
下
）
。
▼
内
容

模
擬
店
、
野
菜
の
直
売
等
を
行
い

ま
す
。
｜
フ
イ
ト
ア
ッ
ブ
は
４
月
８

日
（
士
）
か
ら
。
※
４
月
柘
日
・
旧

日
は
市
役
所
か
ら
の
送
迎
車
を
運

行
し
ま
す
。
〈
行
き
〉
Ⅲ
時
加
分

市
役
所
発
。
〈
帰
り
〉
屹
時
釦
分

さ
く
ら
公
園
発
。
▼
問
合
せ
高

萩
市
観
光
協
会
事
務
局
（
商
工
観

光
課
内
）
容
配
７
３
１
６

辱
睡
陸
眉
噌
潭
唇
薗
博
淵
融
騨
豊
軍
監
毘
貫
毒
箪
匿
監
圏
雀
躍
盟
悩
樹
蕊
番
悪
霊
男

危
険
物
取
扱
者
の
試
験
と

試
験
準
備
講
習
会

（
容
羽
１
２
５
５
２
）
へ
。
▼
問
合

せ
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
事
務
局

江
尻
寛
さ
ん
容
塑
１
３
１
４
９

・
お
知
ら
せ

ー

－）

醐
圃
闘
属
資
霊
軍
愚
圃
髄
脳
圃
幽
啓
魍
曲
掴
蕊
田
圏
算
堅
田
租
齪
間
岨
樹
幽
酬
匿
圃
臣

高
萩
中
学
校
体
育
館
の
自
由
開
放

は
５
月
Ⅲ
日
（
水
）
か
ら
旧
日

（
木
）
ま
で
に
、
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
あ
て
郵
送
ま
た
は
持
参
。

▼
試
験
手
数
料
甲
種
５
，
０
０

０
円
／
乙
種
３
，
４
０
０
円
／
丙

橦
２
，
７
０
０
円
。

［
試
験
準
備
講
習
会
］

▼
日
時
甲
種
は
５
月
辺
日
（
月
）
・

四
日
（
火
）
。
乙
種
は
５
月
西
日

（
月
）
・
５
月
訓
日
（
火
）
。
▼
場
所

甲
種
は
茨
城
県
開
発
公
社
ビ
ル

（
水
戸
市
）
。
乙
種
は
日
立
地
区
産

業
支
援
セ
ン
タ
（
日
立
市
）
。
▼

申
込
５
月
但
日
（
金
）
の
午
前

９
時
卯
分
か
ら
午
後
３
時
訓
分
ま

で
に
、
日
立
地
区
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
（
日
立
市
）
へ
。
▼
受
講
手
数

料
甲
種
１
１
，
０
０
０
円
（
１

４
，
０
０
０
円
）
／
乙
種
１
０
，
０

０
０
円
（
１
３
，
０
０
０
円
）
※

（
）
内
は
非
会
員
の
価
格
。
▼
問

合
せ
高
萩
市
・
日
立
市
危
険
物

安
全
協
会
事
務
局
（
高
萩
市
・
日

立
市
事
務
組
合
消
防
本
部
内
）
冠

塑
１
０
１
１
９

今
年
度
も
毎
週
月
曜
日
に
高
萩

中
学
校
の
体
育
館
を
自
由
開
放
し

ま
す
。
（
し
ｌ
ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
球
技
や
、
ソ
フ

ト
バ
レ
や
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
な
ど
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魯
圏
罰
雷
霞
習
諾
廻
通
矧
聞
踊
圏
剃
祖
墳
畠
醇
竪
糎
調
悩
圏
蝿
囲
園
温
廻
憩
摺
■
曽
匿

市
有
地
の
売
却
に
つ
い
て

の
一
ユ
ス
ポ
ー
ッ
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
▼
開
放
時
間
毎
週

月
曜
日
の
午
後
７
時
～
午
後
９
時

魚
鎧
否
〕
湯
除
く
）
。
※
体
育
館
シ
ュ
ー

ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
▼
問

合
せ
生
涯
学
習
課
召
羽
ｌ
ｌ
ｌ

３
２小

規
模
で
今
後
と
も
公
共
事
業

な
ど
へ
の
供
用
計
画
の
な
い
市
有

地
に
つ
い
て
、
個
人
の
方
を
対
象

に
公
募
抽
選
に
よ
り
売
却
を
行
い

ま
す
。
▼
売
却
す
る
市
有
地
〔

所
在
地
】
高
萩
市
本
町
１
丁
目
２

７
１
番
地
。
〔
地
目
〕
宅
地
。
【

地
積
】
１
４
４
“
９
０
㎡
（
４
３
．

８
坪
）
。
【
価
格
】
４
，
５
３
５
，

３
７
０
円
（
㎡
当
た
り
３
１
，
３

０
０
円
。
▼
現
地
説
明
会
４
月

旧
日
（
木
）
か
ら
犯
日
（
金
）
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
ま
で
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
ま
で
の
期
間
、
希
望

に
よ
り
随
時
実
施
し
ま
す
。
▼
申

込
書
の
配
布
財
政
課
又
は
物
件

に
つ
い
て
現
地
説
明
す
る
際
に
交

付
し
ま
す
。
電
話
．
Ｅ
メ
ー
ル
等

で
の
請
求
に
よ
り
配
布
も
し
ま
す
。

▼
申
込
み
期
間
４
月
旧
日
（
木
）

か
ら
４
月
お
日
（
金
）
ま
で
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
※
土
・

日
曜
日
を
除
く
。
▼
抽
選
日
及
び

場
所
５
月
２
日
（
火
）
午
前
旧
時

か
ら
市
役
所
本
庁
舎
３
階
会
議
室
。

▼
問
合
せ
財
政
課
査
羽
１
２
１

１

３

Ｅ

メ

ル

Ｎ
ｍ
－
の
①
↓
○
○
一
計
く
．
芹
四
六
ｍ
千
一
ｍ
ｍ
一
．
｜
、
．
」
戸
）

鴎
画
画
母
■
■
圏
田
圃
櫛
諏
聴
認
閥
麗
歯
里
程
塁
腰
茜
騒
隅
幽
制
融
陥
璽
薗
溜
盟
圃
埋

第
１
回
特
設
人
権
相
談
会

▼
日
時
５
月
８
日
（
月
）
午
前

川
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。
▼
場

所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
▼
相

談
内
容
い
じ
め
や
い
や
が
ら
せ
、

差
別
、
虐
待
な
ど
他
人
の
人
権
を

犯
す
行
為
に
つ
い
て
の
相
談
。
▼

問
合
せ
市
民
課
容
羽
１
２
１
１

I

駐車場

（

｜ 壺凹
レ

ー忘扇悪~『

亡

f堕二人権イメージキャラクター

人KENあゆみちゃん

ー

市
で
は
浄
化
槽
を
新
設
す
る
人
、
叩
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

汲
み
取
り
ト
イ
レ
や
単
独
浄
化
槽
》
現
在
の
所
有
者
（
登
録
名
義
人
）

か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
付
け
替
え
る
麺
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知
書

人
に
設
置
費
の
部
を
補
助
し
て
叩
を
５
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で

い
ま
す
。
▼
対
象
者
下
水
道
認
皿
５
月
訓
日
（
水
）
ま
で
に
納
税
し

可
区
域
外
の
専
用
住
宅
に
浄
化
槽
》
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
身
体
障
害

を
新
設
す
る
人
。
▼
申
込
環
境
叩
者
の
人
で
定
の
条
件
に
該
当
す

衛
生
課
で
受
け
付
け
。
※
予
算
が
韮
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
税
を
減

一
な
く
な
り
次
第
受
付
終
了
。
亜
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

一
▼
補
助
金
の
限
度
額
”
し
、
納
期
限
ま
で
に
減
免
申
請
書

－
５
人
槽
３
５
万
４
千
円
皿
を
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、
減
免
を

－
７
人
槽
４
１
万
１
千
円
》
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
納
税

一
仰
人
槽
５
１
万
９
千
円
“
通
知
言
を
使
っ
て
自
動
車
税
を
納

一
＊
建
物
の
床
面
積
な
ど
に
よ
り
浄
“
め
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
領
収
三

一
化
檜
の
大
き
さ
が
変
わ
り
補
助
一
と
一
緒
に
車
検
用
の
納
税
証
明
書

一
額
が
異
な
り
ま
す
。
▼
問
合
せ
恥
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
こ
の
納

一
環
境
衛
生
課
窓
密
７
０
３
１
》
税
証
明
書
は
車
検
の
と
き
に
必
要

！
！
Ｉ
１
１
Ｉ
１
２
１
１
１
！
！
ｉ
！
！
‐
！
、
１
１
１
１
‐
！
～
壱
に
な
り
ま
す
の
で
車
検
証
と
一

一
超
る
綱
く
ノ

ー
緒
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

悸
台
で
す
手
・
實
旧

一
融
金
に
上
す
ご
昭

蜀
一
▼
問
合
せ
茨
城
呈
邑
秋
県
税
事

６
－
務
所
呑
塑
１
２
５
８
６

部
何
啓
司
畢
州
畢
引
一
氏
鄙
・
聰
鄙
祇
既
恋
副
嘩
。

鯆
纈
謂
蕊
菫
幽
責
”

身
近
な
偏
見
に
つ
い
て
一
人
ひ

一
尼
や
函
回
到
詞
乱
い
ｈ
峠
一
電
信
封
Ｕ
壁
詑
宅
必
龍
龍
諦
壺
渥

↑
！
↑
、
，
‐
！
‐
～
‐
‐
‐
：
、
！
、
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
、
‐
ゞ
‐
困
り
の
と
き
は
、
水
戸
地
方
法
務

閉
聴
国
目
固
菅
哩
覆
圏
毘
闇
駆
削
時
荊
幽
墓
圃
曙
恵
唾
箇
函
侭
薗
唖
踊
附
踊
圏
薗
題
寓
●
恥
睡
凰
撞
邑
置
■
圃
固
画
閣
闘
闇
開
削
埋
韻
園
国
劇
図
冨
圃
鬮
酒
醤
出
幽
制
御
爵
圃
蓉

浄
化
槽
の
設
置
費
を
唖
５
月
訓
日
は
自
動
車
税
の

一
部
補
助
し
ま
す
》
納
期
限
で
す

ー

〔
お
詫
び
と
訂
正
〕

「
市
報
た
か
は
ぎ
３
月
号
」
２

ペ
ー
ジ
安
斎
定
二
議
員
の
得
票
数

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
６
，
２
４
９
票
で
す
。
ま
た
昨

年
屹
月
に
発
行
し
た
「
く
ら
し
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
媚
ペ
ー
ジ
に
水

戸
地
方
法
務
局
高
萩
出
張
所
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
が
現
在
は
あ

り
ま
せ
ん
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

局
日
立
支
局
内
に
開
設
さ
れ
て
い

る
人
権
相
談
所
又
は
市
内
在
住
の

人
権
擁
護
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○
人
権
相
談
所
（
水
戸
地
方
法
務

局
日
立
支
局
内
）
▼
開
設
日
毎

週
木
曜
日
。
▼
開
設
時
間
午
前

旧
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。
▼
問

合
せ
水
戸
地
方
法
務
局
日
立
支

局
召
０
２
９
４
１
２
１
１
２
２
５

３○
人
権
擁
護
委
員

・
鈴
木
廣
美
（
上
君
田
５
３
７
）

容
羽
Ｏ
１
０
３

・
大
和
田
絹
惠
本
町
４
１
２
０
６

容
四
１
７
６
７
７

・
大
森
啓
三
高
戸
９
１
７
１
１

容
配
１
２
４
５

・
石
井
和
枝
秋
山
５
５
９
１
１

容
羽
１
３
８
０
１

・
小
野
悠
弘
本
町
１
１
１
２
８

恋
〃
１
２
６
１
７
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し
図1高萩市の国民健康保険税滞納額の推移 ’リーズ国民健康保険②偶ｲ音

凹【J凶､

(円）

5億 |薫瀧鄭引 制
度
維
持
の
危
機

五
億
五
千
万
円
の
滞
納
額

4億1 ,81 1万9千円 4億3‘ 971万2千円F－
ﾛ■

；
私
た
ち
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
と
き
は
、

病
院
で
治
療
を
受
け
ま
す
。
そ
の
と
き
病
院
に
支
払
う

金
額
は
、
全
体
の
治
療
費
の
一
部
で
す
。
こ
れ
は
多
額

の
治
療
費
が
急
に
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
少
し
で
も
負

担
を
軽
く
す
る
た
め
に
健
康
保
険
制
度
が
あ
る
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
助
け
合
い
の
制
度
が
危
機
的
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
一
つ
に
国
民
健
康

保
険
税
の
「
滞
納
」
が
あ
り
ま
す
。

3億7, 161万3千円

「
幸
思
幸
忌
幸
思
三
思
八
Ｕ

１
イ
１
１

４
３
２
１

31:3,073万2千円

岬1億2, 155万3i千円 | 11:1 052万［1億2‘ 027万

F成12年度 平成16年度'3 14 15

何
事
に
も
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

が
、
も
と
を
正
せ
ば
自
分
自
身
の

た
め
で
す
．
国
民
皆
保
険
制
度
が

な
か
っ
た
時
代
は
、
が
ん
な
ど
の

病
気
に
か
か
っ
た
ら
高
額
の
出
費

を
覚
悟
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
よ
う
な
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
国
民
皆
保
険
と
い
う

相
互
扶
助
の
ル
ー
ル
が
出
来
上
が
っ

た
の
で
す
．
社
会
に
か
か
わ
っ
て

い
る
以
上
、
そ
の
共
通
の
ル
ー
ル

に
従
う
こ
と
は
基
本
で
あ
り
、
最

低
限
の
義
務
な
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
ル
ー
ル
を
守
ら

な
い
滞
納
者
が
多
い
の
が
現
実
で

す
。
図
１
の
よ
う
に
平
成
一
六
年

度
末
で
滞
納
税
額
累
計
は
約
五
億

五
千
万
円
に
も
達
し
て
い
ま
す
．

主
霞
Ⅷ
蕊
鐵
港 保険医療課容23－ 2 1 1 7ー

図2高萩市の国民健康保険税収納率の推移

高
萩
市
の
国
保
税
収
納
率
〈
現

年
度
分
）
の
変
化
を
見
て
み
る
と

一
図
２
－
、
平
成
一
二
年
度
以
降
ほ

と
ん
ど
毎
年
低
下
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
年
度
分
の
収
納
率
に
つ

い
て
は
平
成
一
六
年
度
末
現
在
で

八
・
○
％
と
非
常
に
低
調
で
、
こ

れ
は
過
去
の
滞
納
分
に
つ
い
て
は

約
九
二
％
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
現
年
度
分
は

も
と
よ
り
、
こ
の
過
年
度
分
の
収

国
保
税
の
ほ
か
に
携
帯
電
話
代

や
洋
服
代
な
ど
、
お
金
の
使
い
道

は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

多
く
の
方
々
は
納
期
限
を
守
り
、

き
ち
ん
と
納
税
の
義
務
を
果
た
し

て
い
る
の
で
す
。

％
Ⅸ

◆ 令------◆ 今 ◆
89.6％ 882％ 87.5％ 87. 1％ 87.8％０

０
０
０
０

８
６
４
２

●現年度分国保税収納率
一鐘-退年度分国保税収納率

77％ 8.2％
鵜一 一綱一一

8.8％ 9.2％ 8.0％
鰯 一一鱸－－－－－…一綱

平成12年度 1 14

’
'5 平成16年度

年金制度が変わります！
国
民
健
康
保
険
〈
国
保
｝
は
、
市

民
相
互
に
国
保
税
を
負
担
し
合
う

こ
と
を
前
提
と
し
た
相
互
扶
助
制

度
で
す
。
国
保
の
窓
口
で
「
私
は

病
気
に
な
ら
な
い
か
ら
国
保
税
は

払
わ
な
い
」
と
か
「
お
金
が
な
い

か
ら
払
わ
な
い
」
と
国
保
税
を
納

め
る
意
思
の
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
よ
う
で
す
．
一
部
の
人
と
は
い

え
、
こ
の
よ
う
に
誤
解
さ
れ
て
い

納
率
を
上
げ
て
こ
そ
、
本
当
の
意

味
で
の
収
納
率
増
加
の
取
り
組
み

が
成
功
し
た
と
い
え
る
の
で
す
．

禍
垂
慰
携
蕊
聡
擁
麓
ゞ

|国民年金保険料額は280円引き上げ｜
平成18年4月から平成19年3月までの国民年金保険

ー

料は、月280円上がり月額13,860円となります。国民

年金保険料は、平成29年度まで毎年度月額280円引き

上げられ最終的に月額16,900円となる予定です。これ

は、年金を支える力と給付のバランスを取るためです。

|年金額は03％引き下げ｜
平成17年度の全国消費者物価指数が、マイナス0.3

％であったため、平成18年度の年金額は03％引き下

げられます。満額の老齢基礎年金を受給している場合

は、月額200円ほど下がります。平成18年4月分から

新しい年金額となりますので、 6月の定期支払(4月.

5月分)から年金額が変更になります。

|障害基礎年金と老齢厚生年金等を併せて受給｜
平成18年度から65歳以上の方は、障害基礎年金と老

齢厚生年金や遣族厚生年金等を併せて受給できるよう

になります。 （該当者には手続き書類を送付します）

■問合せ市民課国民年金係合23－21 16

日立社会保険事務所窓O294-24-2121

る
方
が
見
受
け
ら
れ
る
の
は
残
念

な
こ
と
で
す
。

相
互
扶
助
と
は
、
自
分
が
困
っ

て
い
る
と
き
に
他
人
に
支
え
て
も

ら
い
、
反
対
に
他
人
が
困
っ
て
い

る
と
き
に
は
自
分
が
手
を
差
し
伸

べ
て
助
け
る
、
と
い
う
考
え
方
な

の
で
す
。
た
と
え
病
気
で
な
く
て

も
国
保
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
お
の
ず
と
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

「
私
ひ
と
り
く
ら
い
は
…
」
と
思
っ

て
い
る
方
々
に
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
が
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
す
．

次
回
は
国
保
税
収
納
率
向
上
へ

の
取
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
．
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｢不燃ごみ専用袋」 を

摸しきす可燃ごみ専用袋と交
4月からのプラスチックのリサイクルで､不燃ごみが減る

ことによりご家庭で購入済みの不燃ごみ專用袋が必要以上に

残ってしまうような場合は､可燃ごみ專用袋と等価分を交換
&‘ " 、唾 ; ‘ 叫 1 ､

します｡ （氏名を記入済みの袋についても交換可能）

なお、換金の精算及び不燃ごみ袋以外の袋。処理券の交換は

できません。交換方法は下記のとおりです。

一心必 ロー蝿弓

心岫胡

袋

↓

蛮

弾

鑿

一

斗

一

一

峠一

噸
■
蕊
懸

用専
４
み、理Ⅷ

｜寧

琶
蹄
國
》中

華

議

守

副

酎

》

や

吾
川
韻

耐

一呂

子一

袋
一
《
懲
》
蕊
垂
一

目

一
口

用専
４
琴
鋤

燃不
》
：
》
蕊
↓

↑:
≦“英日の剥日時までに､ご…曹

詮篭謎じてください"
;毒審騨i~

藍『己‐

蕊鐵識
『L今二群

識

5月31日(水)まで(土・ 日・祝祭日を除く）

午前8時30分から午後5時15分

1枚単位

市役所環境衛生課

口期 間

口時 間

口交換単位

口塲 所

ー

’ 生ごみの水切りや紙の分別による減量化にご協力願います。 環境衛生課恋23－703 1

学生納付特例～国民年金保険料の納付が困難な学生のために～
20歳以上で日本に住所がある人は、年金に加入する義務があります。学生であっても

国民年金に加入しなければなりません。収入が少なく国民年金保険料の納付が困難な場

合は、学生期間中の国民年金保険料を社会人になってから納めることができる学生納付

特例の申請をして下さい。 申請をすると年金受給の資格期間(25年以上必要)には入りま

すが、後から納めなければ年金受給額には反映されません。学生納付特例の申請は毎年

必要になります。年金手帳印鑑学校の所在地がわかるもの(学生証等)を持参して市

民課で申請を行って下さい。 ■問合せ市民課国民年金係窓23－21 1 6

T蛆｣u付の市嘩熟&奉呈動3、～ 、

<課長補佐級＞

口秘書室長補佐(兼)政策調査担当(兼)総務部企画課政

策推進係長…鈴木清寿口総務部税務課長補佐(兼)固

定資産税係長…杉田誠一口市民生活部健康づくり課

長補佐(兼)保健予防係長…松本好正口市民生活部福

祉事務所高齢福祉課長補佐(兼)介護保険係長…芳賀公

夫口建設経済部土木課技佐…大平裕一(兼務解任）

口建設経済部土木課技佐…斉藤秀雄口建設経済部商

工観光課長補佐(兼)観光係長…榊敏春

口教育委員会教育総務課長補佐…吉久保昌弘

ー

<部長級＞

口水道部長…佐川春久口水道部参事(兼)水道課長…

我妻成光口議会事務局長…鈴木修司口監査委員事

務局長…椎名忠義

<課長級＞

口秘書室長(兼)秘書係長…下山田幸口総務部副参事

(兼)総務課私学振興室長(兼)総務係長…鈴木仁口総

務部企画課長…皆川敏夫(兼務解任） 口市民生活部環

境衛生課長…熊田恒男口建設経済部都市整備課長…

村山司郎口建設経済部副参事(兼)都市整備課都市計

画係長…渡辺恭伸口建設経済部農林課長…下山田博

光口建設経済部商工観光課長(兼)商工係長…渡辺悦

夫口会計課副参事…佐々木敏三郎(兼務解任）

口教育委員会生涯学習課長(兼)生涯学習係長(兼)歴史

民俗資料館長…松井茂口教育委員会中央公民館長

(兼)松岡地区公民館長…大友勝車口議会事務局次長…

棚谷光雄

<係長級＞

口秘書室職員係長…鈴木美奈子口建設経済部土木課

土木係長…下山田康夫口会計課出納係長…吉田正彦

口水道部水道課業務係長…石川行伸口教育委員会教

育総務課庶務係長…関山敏彦

■3月31日付の退職者

口小沼恵美子口棚谷稔

口鈴木末男口狩野正嗣

口佐川俊幸口矢野正三

口小林賢一口市川綾子

口神代紀雄口中村貴昭
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……舗害ﾙ情鞠 麓
篝篝

丹生神社;,-｢棒ささら舞｣蕊｛ Ⅶ' '第19回春 シルバーリハビリ体操指導士(3級）の山野草展示会

養成講習会の受講者募集○日時4月16日（日）

○会場丹生神社境内（松岡小北側）

○内容棒ささらの演技（午前10時、

1 1時30分、午後1時の3回)。たつ

ご子ども会による市民ばやしの演奏、

模擬店。

●問合せ丹生ささら保存会事務局

矢野正三さんa23 1580

○日時 5月3日（水） ・ 4日（木）

午前9時～午後5時※4日は午後4

時まで

○会場文化会館（入場無料）

○内容マズマギク、ハッカクレンな

ど春の山野草約200点の展示。 山野

草のチャリティーバザー。

●問合せ高萩山野草会会長滑川正

敏さん冠22－5004

介護予防のボランティアとして「い

きいきへルス体操」などを指導する

｢シルバーリハビリ体操指導士」の養

成講習会を開催します。

○応募資格平成18年4月1日現在で

満60歳以上の方。

○場所茨城県立健康プラザ（水戸市

笠原町）

○費用受講料は無料ですが、傷害保

険料(400円)、交通費、昼食代

等は個人負担です。

●申込み。問合せ茨城県立健康ブラ

ザ冠029－243－42 1 7

電力会社の社員を装った

詐欺事件が多発しています。
高萩市飯能市文化交流唄と踊の集い最近、電力会社の社員を装った窃盗・

詐欺事件が多発しています。

〈犯行の手口〉

事前のお知らせもなく、電力会社名

を名乗り、ブレーカー調査や漏電調査

の名目で家に上がりこみ、異常の無い

分電盤の取替えを行い、多額の工事費

を請求する、検査料を請求する、隙を

見て金品を盗むなど、 さまざまな手口

があり、特に高齢者の方が被害に遭わ

れていますので、ご注意ください。不

審に思われた場合は、室内に上げる前

に東京電力までお問合せください。

●問合せ東京電力株式会社

冠01 20 995－332

○日時4月30日（日） 午前11時30分

開演

○会場文化会館

●問合せ文化交流唄と踊の集い実行

委員会木田!|亘夫さん窓23－0

764

自動車保険請求柑談センターのご案内

交通事故の解決にお困りの方のため

に、 自動車損害賠償責任保険や任意自

動車保険の請求について、無料で相談

を受けています。

○相談日 月曜日～金曜日 （祝日を除

く）午前9時～12時、午後1時から

4時まで。なお毎月第2 ． 4水曜日

には弁護士による無料相談（予約制・

要面談）を行っています。

●問合せ牡)日本損害保険協会関東支

部水戸自動車保険請求相談センター

aO29-226-1693

ー『

高萩ゴルフクラブの会員募集

○対象者市内在住・在勤者

○会費入会全 1 ， 000円年会

費 2，000円

○特典高萩カントリークラブ、サン

ライズカントリークラブプレー費の

割引など

●申込み・問合せ事務局江尻寛さ

ん冠22－3 1 49善憲鰯篭篝鐸
奉

､鯵
電

ありがとうございました

社会福祉協議会へ

. （有)アエラ奥村新聞店

。 （故)大都貞喜さん(秋山}

・樫村幸一さん(下手綱）

． （故)坂本善興さん(秋山）

ﾐ鳶 ｢森榊.ﾗﾝﾃｨｱ育成講座｣の受講生募集
＝二三 一

森林ボランティアを志す方々を対象

に、森林整備体験を主体とした入門講

座を開催します。

○期間 4月から7月の間に7日間

○会場日立、大子ほか

○受講料 10, 000円

●問合せ・申込みいばらき森林クラ

ブ中村さん公029－274－52

87又は市野沢さん029－296－

098 1

労働基準監督官募集
円
円
円
円

０
０
０
０

５
０
０
０

２
０
０
０

２
１
０
０

０
０
５

２
１

○受験資格昭和52年4月2日～昭和

60年4月1日生まれの人。又は昭和

60年4月2日以降生まれの人で大学

卒業または平成19年3月までに大学

卒業見込みの人

○申込期限 4月14日(金)まで

○試験日 6月11日（日）

●問合せ茨城労働局総務課

窓029 224－62 1 1

ー

松岡地区公民館へ

・幸福大学第12期生卒業生一同

館内用スリッパ100足

通学帽296個を寄贈3月16日

JA茨城ひたち志賀孝行高萩支店長

(写真左）が教育委員会に訪れ、 4月

に入学する小学1年生296名に贈る

黄色い通学帽を寄付されました。

巾 》》器>>>>>9>勘>->〕>>〕->)>>)->〕>>】り>〕〉>-》”>”>坤〆抄">･鈴翻･加加③】》》)-》>》》>-》>>>〕令>〕〕》ｩ》>》)->>刀》->>>>)-"》】》今>”>歩”>>ト】>j刃｡>”>)今ｼ”う>》畔)>》>> :;器: ::鬼:詫刀>も泌務予狩診非>か””ｳ>湖畠診:: :諾:；諾鰐ﾆｩ>群-勢熱今鰐

鍵鍵
霊

鑿
圭
睾
雲

塞蕊嬢
ｒ
』
更
函
、
踊
り
』
『
』
函
齢
＆ 市 ひたち国際大道芸立
■

■

’

:く日立会場＞

:○日時 5月13日(土） 正午～午後5時

：○会場ひたちぎんざも－る、まいも一る、まえのうち児童公園、パティオi

モール､日立新都市広場(日立新都市広場のみ午後9時まで実施） ：

:＜多賀会場＞

:○日時 5月14日（日） 正午～午後5時

;○会場よかっぺ通り、多賀市民プラザほか

;○内容ジャグリング、パントマイムなど、世界で活躍する一流芸人による§

大道芸

；●問合せ日立シビックセンター冠0294－24－77 1 1
7<(《<〈《_<<<〈〈_《<<〈"<〈〈《_<<<"《<《<<_‘<<〈〈_<("や〔<<〈《べく"低く〈《〈_《<<〈〈_<(<<“<<〈_《<〈〈<_<<"‘(《<<や(<<<(_(<<(や(<<<やく〈〈《〈_《〈〈〈やく〈((〈_(<<〈〈_(《<<やく〈〈〈H"<式"錘-億〈《‐<<<(《.〈《《<〈.{《〈〈や(<<《"<<《“
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無料の相談
■平成17年度秋山小学区後期親善野球大会

口期日 3月1 1日 （土） ・ 12日（日）

口会場市営野球塲

口参加チーム 7チーム

結果 優勝松原野球

準優勝高浜野球

第3位秋山仲野球。松岡野球B

ス
ポ
ー
ツ
の
お
知
ら
せ

(市内に住所を有する人が対象です）
. ． 鰻籍』 二一

、

〈行政相談 ／
日時： 4月13日（木） 。 27日(木)､午

後1時～3時/市民相談室

●行政相談委員藤本征一さん

窓23-7646

家庭児童相談（予約制）

日時瞳-1毎週火曜日の午後1時～3，時

／場所：総合福祉センター内の相談

室／児童相談所の児童福祉司･家庭
咄w 1 11 ､

相訟員 :ぎゞ “ ≦-: ; ｡ 、
●社会福祉課冠23-7030亨

一 箸 学 、 "一鳧.-

■第6回高萩市長杯市民チーム対抗ゴルフ大会

口期日 3月19日（日）

口会場サンライズカントリークラブ

ロ参加数 28チーム

結果

生
涯
学
習
課
容
空
１
１
１
３
２

補装具の巡回相談

日時： 4長日時: :4月28日(金)《午前9時～11
‘ ｡ : ､

時30分／総合福祉センター2階研修

室一
； : ‘ f

●社会福祉課‘ 『 |公23-7030 ,‘鷺,: ‘" ｛

露褒ﾘﾏ職､j郷‘難”Iw
l l I lLL1

･信錘舜.. ｛.嘩- 11， .#､.i,‘,‘
~_,基､ !r ~ …~~

交通事故相談

日時： 4月18日(火)、午前10時～

午後3時／場所：市役所市民相談室
W: "#"； ；

●総務課窓23-2119 , ､ 』 ､"輸､ ”:“

ー

■第18回高萩市少年柔道錬成大会

口期日 3月18日(土）

口会場市民体育館

口参加者 30人

結果

心配ごと相談（子(予約制）

日時：毎週木曜日の午後1時～3時

／場所：総合福祉センター ‘ : ‘織

＊4月27日 （木）が弁護士による法

律相談日 （電話予約制です）

当日の午前8時30分から受付開始 "I

●社会福祉協議会窓23-8341

くこころの相談(予約制） －＞
日時：平成18年4月7日(金)午前10

時～正午／場所：総合福祉センター

内の相談室／相談員：精神保健相談

員と保健師

●健康づくり課恋24-2121

＜渭寶至居稠讓－~ －､《灸
消費生活に関する苦情や相談

＊随時電話で受け付け 蝿: & i"､;
●消費生活センターaO29-225-6445

個"人了い藷3“位 ｜
川上ｸﾘｽﾁｬﾝ ﾖｼｵ｜ 植野拓矢

零葱; ;〃f蕊' -国烹体←
低学年男子の部 金澤健太

高学年男子の部 平 勇人

女子の部 根本美沙希

鈴木渉太潮田拓也

小口理沙 ｜ 川上アリセユリコ

■高萩ソフトテニス連盟杯大会

口期日 3月5日（日）

□ところ高浜運動広場テニスコート

ロ参加数 52人

結果

蕊篭篝議
ー

第3位優皇“勝好い準優勝

飛田・斉藤

(高萩クラブ）

鈴木・作間

(高萩クラブ）

滝田・村田

(高萩クラブ）

吉田・石田

(高萩クラブ･ｱｽﾃﾗｽI
一般男子の部

|蕊篝議謙燃蕊譲議熱購蕊霧騨上蕊：
高橋・飛田

(高萩レディース）

佐藤・佐藤

(高萩レディース）

丹波・富田

(高萩レディース）
鱸篭8日(士) ・ 9日旧) ・ 16日旧）

23日旧) ・ 29日(i) ･ 30日旧）

鐘董3日(水) ・ 4日(木) ・ 5日閏
7日旧) ・ 14日旧) ・ 20日(土）

21日旧) ・ 28日旧）

●花貫クリーンセンター谷22-4318

一般女子の部

関口・大森

(高萩クラブ）

熊谷・熊谷

(高煎ｸﾗ ･訓ﾚ ｨｰｽI

伊藤・高橋

(高萩クラブ）
壮年の部

鐙今
月
か
ら
市
報
の
レ
イ
ア
ウ
ト

を
変
え
ま
し
た
。
写
真
に
自
信
が

な
い
私
は
、
縦
形
に
し
た
表
紙
の

写
真
を
う
ま
く
撮
影
で
き
る
か
気

が
か
り
で
す
。
今
月
は
卒
業
や
新

入
学
、
就
職
と
退
職
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
人
生
の
節
目
に
臨
む

人
が
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
元
気
に
声
を
出
し
て
、
疲

れ
た
と
き
は
休
養
を
取
っ
て
、
人

生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

囹

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
妻
と
「
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
」
を
し
ま
し
た
。
日
常

の
中
で
、
夫
婦
で
向
き
合
う
時
間

と
い
う
の
は
案
外
少
な
い
も
の
で
、

ボ
ー
ル
と
一
緒
に
様
々
な
想
い
を

投
げ
て
は
受
け
と
め
る
…
。
こ
ん

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
け
つ

こ
う
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
ペ
ン
を
執
る

の
も
今
月
号
が
最
後
。
み
な
さ
ん

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

團

ゲ
ー
ム
の
中
に
登
場
す
る
ポ
ー

シ
ョ
ン
（
回
復
薬
）
を
コ
ン
ビ
ニ

で
発
見
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
世
代
の

私
に
は
、
と
て
も
懐
か
し
く
、
思

わ
ず
購
入
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

味
は
ま
ず
ま
ず
で
し
た
が
、
Ｈ
Ｐ

が
１
０
０
回
復
し
た
か
は
不
明
で

す
…
。
広
報
担
当
２
年
目
。
改
め

て
み
な
さ
ん
に
喜
ば
れ
る
市
報
づ

く
り
を
目
標
に
１
年
間
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

圓

編
集
後
記
八
割
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灘繍鍵驚灘職
優 勝

準 一優鰐’勝

帆峠 ＃3t謝付弟 、J 、

ベストグロス

よるづやチーム

高萩ロータリーB

山喜園

佐藤徳行 72 （37 ． 35）

引口信雄

梅原友寿

坂本 実

擬勤蹴' ' I ;擬勢'



日曜緊急医療当番医です

…
美
し
い
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
る
カ
タ
ク
リ
は
、
山

野
に
自
生
す
る
多
年
草
で
す
．
し
か
し
な
が
ら
、
最

〔時間〕午前9時～午後4時

高萩それいゆ病院(上手綱）

やすらぎの丘温泉病院(下手綱）

(24)0770

(24) 1212

{23)3100

122)2137

(23) 171 1

2日

9日

16日

23日

30日

滝川医院（春日町）

内田医院(大和町）

石医院(東本町）

諸原産婦人科医院(高戸） ３
０
１
０
１
０
３
１

１
１
３
２
２
２

１
１

7日

14日

21日

28日

松岡クリニック(下手綱）

たばたクリニック(高戸）

高萩クリニック(秋山）

(20)551 1 ‐

：1

(22) 2106 ; ‐
近
は
乱
獲
が
進
み
、
下
君

田
の
カ
タ
ク
リ
の
よ
う
に

自
生
す
る
群
生
地
は
少
な

く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

万
葉
集
の
中
の
大
伴
家

持
の
一
首
に
も
こ
の
花
が

詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
『
も

の
の
ふ
の
八
十
娘
子
ら

が
汲
く
み
ま
が
ふ
寺
井

の
上
の
堅
香
子
の
花
』
。

「
堅
香
子
」
は
、
カ
タ
ク

リ
の
古
名
で
す
。
春
の

訪
れ
を
告
げ
る
こ
の
「
か

た
か
ど
の
花
」
に
、
家
持

も
魅
せ
ら
れ
た
の
で
し
よ

｝
つ
。

●県内救急医療情報電話案内
電話O29-241-4199

URLhttp://wwwqqprefibarakijp
携帯サイトhttp://wwwqq.prefibaraki.jp/kt/

ー

今月の納税

4月固定資産税･都市計画税(第1期） 納期限し5月1日（月） 口座振替は25日(火）

せき

愈鰯蕊離噌鶏赫一議
〔第4回〕

鍛蕊f:毎豆零〆 : －今f- ‐ 水戸藩では、

L■、
六代藩主の治
もり

保は光圀にな

らって学問を奨励し、安永6年(1777) |こは農民であっ

た赤水を自分の侍講(教師)としました。赤水は75歳

で職を退きますが、在職中の14年間に日本地図・世

界地図・中国地図を発行しています。赤水にとって

心身ともに充実した時代であったことがうかがえま

す‐

囿
月
囿
表
圏

表
LP

いぶき橋の開通式には、茨城県副知事をは

じめ、草間高萩市長、国・県及び近隣市町村

関係者、及び工事関係者が多数参加して花貫

踏切南側の現地で行われ、続いて渡り初めも

行われました。

午前中に行われた式典の後、当日の午後3

時には供与開始され、一般車の通行もできる

ようになりました。

市報穴，､I娘､、
高萩市｣量箪

■編集／高萩市役所秘書室公0293(23)7320

.発行/平鱗旧年4月5． ．印刷Jふじえだ印Ⅷ ”…" 含|珊細
〒318-8511茨城県高萩市本町1-100-1

厘篝髻

,city.takahagi.ibarakijp ○電子メールinfo@city_takahagi｣9.jp

召

刎
刮
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○ホームページ
○携帯対応版

http://wwwcity.takahagi.ibarakijp ○胃
http://wwwcity.takahagijbarakijp/mobile/

16


